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リアス式海岸  小さい島が入りくんだ海岸線をつくる 

リアス
しきかいがん

式海岸はどうして
いま

今の
かたち

形になったの 

●
り く ち

陸地が
うみ

海にしずんでできる 

 
やま

山がたくさんつらなっているような
ところ

所が
うみ

海にしずむと、
ひく

低い
と

土
ち

地には
かいすい

海水が
はい

入ってきて
たか

高い
やま

山の
うえ

上の
ぶ ぶ ん

部分が
かいめん

海面の
うえ

上に
で

出ます。そうすると、
ちい

小さい
しま

島が
い

入りくんだ
ふくざつ

複雑な
かいがんせん

海岸線を

つくり
 

ます。 

 このような
かいがん

海岸は、スペイン
ほくせいぶ

北西部のカンタブリア
さんみゃく

山脈が
うみ

海にせっする
ところ

所に
み

見られ、そ

こを「リア」とよんでいることから、リアス
しきかいがん

式海岸といいます。 

●
さんりくかいがん

三陸海岸などに
み

見られる 

 日本では、
とうほくちほう

東北地方の
さんりくかいがん

三陸海岸、
き ん き ち ほ う

近畿地方の
し

志
ま

摩
はんとう

半島や
わかさわん

若狭湾、
し こ く

四国と
きゅうしゅう

九州 の
あいだ

間の
ぶん

豊
ご

後
すいどう

水道に
めん

面した
ところ

所などにあります。リアス
しきかいがん

式海岸は、
かいがんせん

海岸線が
い

入りくんだ、たいへん
うつく

美しい
け し き

景色をつくりだしています。（監修・国司 真） 
 
 

 


